
平成２０年度低炭素地域づくり面的対策推進事業（新潟県柏崎市）

優 性を 気自 車 デ ドバ 等 導 検 海側 が強

人口９万人

電源立地の優位性を活かしたＥＶ（電気自動車）やデマンドバス等の導入検討に加え、日本海側で冬季に風が強く
積雪がある地域特性から気候緩和型都市構造（自然資本の活用）と雪氷冷熱利用等についてシュミレーションを行
い、エネルギーの多様化とＣＯ2削減を図る。

実施主体：柏崎市環境・エネルギーネットワーク実施主体：柏崎市環境 エネルギ ネットワ ク
（東京電力㈱、東北電力㈱、柏崎商工会議所、越後交通㈱、柏崎地域森林組合、開発技建㈱、

新潟工科大学、NPO法人地球感、かしわざき男女共同参画プラン市民推進会議、柏崎市消費者協会）

①ＥＶ（電気自動車）及び
デマンドバス導入事業

②自然資本の活用調査

山からの冷気流
海 季節別の選択

ＥＶ（電気自動車）充電イメージ

日本海 緑地からの蒸発

海からの蒸発

水田からの蒸発

山間

河川

通風の利用，隙間風の減少によるエネルギー消費削減

冬季 海からの暖かい風 日射

防風

樹木の蒸発散

柏崎市役所

風と緑と水のネットワーク化による環境負荷の削減

防風効果のある

小型風力発電システム 樹木の配置計画

冬季：海からの暖かい風，日射

は融雪エネルギーとなる→除雪

エネルギーの削減

自然資本の活用イメージ

③雪氷冷熱及び小水力エネルギー
の活用調査

平成20年度実施スケジュール
①７月～２月末 ②７月～２月末 ③７月～２月末

問い合わせ先：柏崎市市民生活部環境政策課 電話０２５７（２３）５１１１（代表）


